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島根おおちトピックス
島
根
お
お
ち
椎
茸
生
産
者
組
合
総
会
・
乾
椎
茸
品
評
会

　

島
根
お
お
ち
椎
茸
生
産
者
組
合
は
5
月
18
日
、
邑
南
町
中
野

団
地
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、第
41
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
29
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
30
年
度

の
事
業
計
画
、収
支
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
は
第
43
回
島
根
お
お
ち
乾
椎
茸
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、
管
内
の
各
地

区
か
ら
多
く
の
出
品
が
あ
り
、
島
根
お
お
ち
椎
茸
生
産
者
組
合
長
賞
に
瑞
穂
地
区

の
北
村
豈
弘
さ
ん
、
島
根
県
農
業
協
同
組
合
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
長
賞
に
川
本

地
区
の
松
田
美
知
子
さ
ん
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
の
後
に
情
報
提

供
と
し
て
森
産
業
株
式
会
社
島
根
駐
在
所
の
長
田
英
雄
氏
よ
り
、
市
場
状
況
に
つ

い
て
の
報
告
と
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

29
年
度
は
全
国
的
に
出
荷
量
が
減
少
し
た
た
め
原
材
料
確
保
に
向
け
た
動
き
が

活
発
化
し
て
市
場
は
回
復

に
向
か
い
ま
し
た
が
、
生

産
基
盤
が
回
復
す
る
よ
う

各
関
係
機
関
へ
協
力
を
要

請
し
な
が
ら
、
生
産
技
術

の
向
上
、
積
極
的
な
宣
伝

活
動
の
実
施
に
よ
る
販
売

促
進
活
動
の
展
開
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

18
5 月

島
根
お
お
ち
椎
茸
生
産
者
組
合
長
賞

天
白
ど
ん
こ　
　
北　
村　
豈　
弘（
瑞
穂
）

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
長
賞

上
ど
ん
こ　
　
　
松　
田　
美
知
子（
川
本
）

ど
ん
こ　
　
　
　
岩　
本　
藤　
正（
桜
江
）

こ
う
こ　
　
　
　
樋　
ケ　
陽　
子（
邑
智
）

こ
う
し
ん　
　
　
樋　
ケ　
勝　
義（
邑
智
）

島
根
お
お
ち

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

協
議
会
通
常
総
会

　

島
根
お
お
ち
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協

議
会
は
、
5
月
7
日
邑
智
郡
川
本
町

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
に
お
い
て
第
3

回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
29

年
度
の
事
業
報
告
、
30
年
度
の
事
業
計
画
が
報
告
さ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
高
齢
化
に
よ
る
農
家
戸
数
の
減
少
、

配
合
飼
料
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
畜
産
農
家
へ
の
支

援
対
策
を
協
議
す
る
た
め
、
平
成
28
年
に
設
立
さ
れ

3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

29
年
度
事
業
報
告
で
は
、「
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強

化
総
合
対
策
基
金
事
業
」
の
活
用
に
よ
り
体
質
強
化

を
図
り
、
収
益
力
・
生
産
基
盤
の
強
化
が
推
進
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
30
年
度
計
画
で
は
引
き
続
き

同
事
業
の
活
用
に
よ
る
収
益
力
・
生
産
基
盤
を
強
化
、

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の
仕
組
み
の
活
用
等
に
よ
る
、
生
産

コ
ス
ト
の
削
減
、
規
模

拡
大
、
外
部
支
援
組
織

の
活
用
、
優
良
な
乳
用

後
継
牛
の
確
保
、
和
牛

主
体
の
肉
用
子
牛
の
生

産
拡
大
な
ど
地
域
一
体

と
な
っ
て
行
う
取
り
組

み
を
支
援
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

7
5 月

第43回島根おおち
乾椎茸品評会
優秀賞
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島根おおちトピックス
女
子
大
学「
つ
く
し
ん
ぼ
」

入
学
式
・
第
一
回
講
座
の
開
催

平
成
30
年
度「
ゆ
と
り
倶
楽
部
」開
講

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は

Ｊ
Ａ
女
子
大
学
「
つ
く
し
ん
ぼ
」

第
８
期
生
７
名
の
入
学
式
を
地
区
本
部
大
会
議

室
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
５
名
が
参
加
し
、

学
長
の
日
髙
本
部
長
よ
り
「
２
年
間
の
学
生
生

活
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ

Ａ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
頂

き
た
い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
の
寺
内
洋
子
部
長
か
ら
は
「
女
性
が
家
庭
を

空
け
る
事
は
大
変
で
す
が
、
貴
重
な
時
間
を
有

効
に
使
い
し
っ
か
り
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
女
性
部

も
手
助
け
し
た
い
。」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
入
生
を
代
表
し
、
濱
野
愛
香
さ

ん
が
こ
れ
か
ら
学
ん
で
い
く
決
意
を
述
べ
ら
れ

入
学
式
が
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
田
所
公
民
館
に
於
い
て
、
Ｊ
Ａ
島
根

厚
生
連
保
健
師
の
原
愛
さ
ん
を
招
い
て
第
一
回
目

の
講
座
「
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
」
を
７
期
生
と
合
同
で

受
講
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
発
祥

や
特
徴
、
効
果
な
ど
の
講
義
を
受
け
た
あ
と
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
、
基
本
の
動
き
と
振
付
を
習
い
、

ベ
ー
ル
を
腰
に
巻
い
て
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て

み
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
初
め
て
踊
る
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
か
っ
た
と
好
評

で
し
た
。
８
期
生
は
こ
れ
か
ら
２
年
間
、
農
業
体

験
、
加
工
、
手
芸
、
料
理
な
ど
全
12
講
座
を
受

講
し
平
成
32
年
３
月
の
卒
業
を
目
指
し
ま
す
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部

で
は
健
康
長
寿
１
０
０
歳

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ゆ
と
り

倶
楽
部
」
の
開
講
式
を
行

い
し
ま
し
た
。
開
講
式
に
は
受
講
生
18
名
、

聴
講
生
5
名
が
参
加
し
、
小
西
副
本
部
長

の
「
健
康
に
過
ご
す
に
は
笑
顔
が
大
事
。
ゆ

と
り
倶
楽
部
に
は
様
々
な
講
座
が
あ
る
の
で

体
験
し
な
が
ら
楽
し
く
、
有
意
義
な
一
年
に

し
て
頂
き
た
い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

田
所
公
民
館
に
て
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
保
健
師

の
鐘
築
健
人
さ
ん
、
検
査
技
師
の
門
脇
久
美

子
さ
ん
を
招
き
、
第
1
回
講
座
「
筋
力
ア
ッ

プ
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
始
め
に
鐘
築

さ
ん
よ
り
教
室
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
体
組
成
チ
ェ
ッ
ク
、
血
圧
、
握
力
、
骨

密
度
、
10
ｍ
全
力
歩
行
な
ど
の
測
定
を
行
い

ま
し
た
。
続
い
て
体
脂
肪
率
、基
礎
代
謝
量
、

脚
力
、
筋
肉
量
、
骨
量
な
ど
個
人
結
果
の
説

明
を
受
け
、
ロ
コ
モ
予
防
運
動
「
チ
ェ
ア
ー

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
を
音
楽
に
合
わ
せ
て
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
基
礎
代
謝
を
上
げ

る
方
法
や
脚
力
を
つ
け
る
運
動
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
、
自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
続

け
る
こ
と
が
大
切
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
無
理
の
な
い
範
囲
で
日
々
の
体
調
に
合
わ

せ
た
ペ
ー
ス
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
と
の
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。

23
5 月

19
5 月
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島根おおちトピックス

幸
せ
の
た
ね　
た
ん
ぽ
ぽ
総
会
開
催

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ド
ル
ミ
ズ
部
会
「
幸
せ
の
た
ね

　

た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
第
６
回
通
常
総
会
を
Ｊ
Ａ
中
野
団
地
セ
ン
タ
ー
会
議

室
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
６
名
の
部
会
員
が
集
ま
り
29
年
度
活
動
報
告
や
30

年
度
活
動
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
メ
ン
バ
ー
の

宮
本
昭
枝
さ
ん
を
講
師
に
寄
せ
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
寄
せ
植
え
は「
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、

ロ
ベ
リ
ア
、
ル
ピ
ナ
ス
」
な
ど
８
種
類
の
中
か
ら
花
を
選
び
、
花
の
成
長
を
見
越
し
て
鉢

に
植
え
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
寄
せ
植
え
を
長
く
楽
し
む

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
花
の
特
性
な
ど
を
聞
き
、
持
ち
帰
っ
た

鉢
の
置
き
場
所
や
花
が
終
わ
っ
た
後
の
植
え
替
え
な
ど
に
つ

い
て
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー

は
「
寄
せ
植
え
の
成
長
が
楽
し
み
だ
。」「
し
っ
か
り
管
理
し

て
長
持
ち
さ
せ
た
い
。」な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
次
回「
幸

せ
の
た
ね　

た
ん
ぽ
ぽ
」
は
６
月
に
毎
年
恒
例
の
赤
大
豆
の

苗
植
え
を
行
う
予
定
で
す
。

　

石
見
支
部
は
邑
南
町
矢
上
に
あ
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
香

梅
苑
」
で
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
16
名
の
部
員

が
集
ま
り
建
物
周
辺
の
花
壇
や
坪
庭
の
除
草
、
植
え
込
み
の

刈
り
込
み
な
ど
を
手
分
け
し
て
行
い
ま
し
た
。
花
壇
の
除
草

は
小
さ
な
花
芽
を
抜
か
な
い
よ
う
注
意
し
な
が
ら
、
坪
庭
は

植
木
の
下
の
草
や
落
ち
葉
を
掃
除
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
垣

は
飛
び
出
し
た
新
芽
を
刈
り
込
み
、
作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
た
ち
は
、「
前
日
か
ら
雨
の
心
配
を
し
た
け

れ
ど
丁
度
よ
い
曇
り
空
と
な
り
無
事
実
施
で
き
て
良
か
っ

た
。こ
れ
か
ら
も
助
け
合
い
を
大
切
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

26
4 月

30
5 月

Ｊ
Ａ
年
金
受
給
者
日
帰
り
旅
行

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
、

Ｊ
Ａ
に
年
金
口
座
を
ご
指
定
頂

い
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
日
帰
り
旅
行
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
広
島
の
縮
景
園
、
ラ
ン
チ

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
、
宮
島
散
策
の
日
程
で
開
催
し
、

管
内
各
地
区
か
ら
１
２
６
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

縮
景
園
で
は
、「
知
っ
て
は
い
た
け
ど
来
た
こ
と

が
な
い
」と
い
う
方
も
多
く
お
ら
れ
、
庭
園
の
景

色
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
縮
景
園
の
後
は
ク
ル
ー

ズ
船
「
銀
河
」
に
乗
船
し
、
今
回
の
旅
行
で
最
年

長
参
加
と
な
っ
た
桜
江
地
区
の
森
下
資
さ
ん
の
ド

ラ
の
合
図
と
と
も
に
出
航
し
、
ク
ル
ー
ズ
船
で
は

ラ
ン
チ
と
遊
覧
で
優
雅
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
船
は
宮
島
港
に
入
港
し
、
歴
史
あ
る
宮

島
の
名
所
を
各
々
自
由
散
策
さ
れ
、
思
い
思
い
の

時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
帰
り
旅
行
は
今
回
で
３
回
目
の
開
催
と

な
り
、
年
金
受
給
者
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
見
聞

を
広
め
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
年
金
受
給
者
の
輪

を
拡
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
島

根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
で
年
金

を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
へ
の
特
典
を

企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

16
5 月

島
根
お
お
ち
女
性
部

石
見
支
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施

12



島根おおちトピックス

羽須美支店 石 見 支 店支店
だよ
り

ふ
れ
あ
い
水
田
田
植
え
交
流
会

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で

は
、
邑
南
町
矢
上
地
区
の
ふ
れ
あ
い
水
田
に
お

い
て
、生
協
ひ
ろ
し
ま
組
合
員
を
招
い
て
の
「
田

植
え
交
流
会
」
を
開
催
し
、
生
協
組
合
員
と
関

係
機
関
合
わ
せ
て
約
60
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
当
日
は
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
・
生

協
ひ
ろ
し
ま
間
で
の
産
直
提
携
15
周
年
を
記
念

し
、
生
協
ひ
ろ
し
ま
の
横
山
専
務
よ
り
日
髙
本

部
長
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

参
加
者
に
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
い
た
だ
き
手
植
え

に
よ
る
田
植
え
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
業
後
に
は
、
ハ
ー
ブ
米
や
野
菜
を
使
用
し
た

昼
食
が
振
舞
わ
れ
青
空
の
下
で
旬
の
料
理
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
除

草
作
業
や
生

き
物
調
査
、

稲
刈
り
体
験

が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
１

年
を
通
じ
て

水
稲
栽
培
を

体
験
し
て
い

た
だ
く
こ
と

と
し
て
お
り

ま
す
。 27

5 月

　県下統一行
動として、羽須
美支店でもグ
リーンカーテン
づくりに取り組
んでいます。
　現在生育中
のキヌサヤに
続き、５月末か
らはネットメロ

ン「ころたん」を育てています。緑のカーテンが窓いっ
ぱいに広がってくれるか、成長を見守っていてくだ
さいね。
　また、支店前では空いていたスペースを利用して
野菜や季節の花も植え付けています。昨年夏にご好
評頂いたミニ〝ひまわりロード〟は今年も実施する
予定です。
　そんな支店の植物たちと共に、職員一同も笑顔の
花を咲かせて皆さまのご来店をお待ちしております！

　今回の支店だよりは邑南営農生活ブロック石見事
業所の紹介です。営農ブロック体制がスタートして
３年目に突入しました。３月より１名増え、日高一博
（所長）、坂本照美、栗岡伸の３名で事業所の業務を
行っています。田植えシーズンがひと段落し、現在
は追肥、除草剤等を中心に取り扱いを行っています。
薬剤の用途や使用時期など、ご不明なことや、ご相
談等ございましたら、お気軽に石見事業所までお声
掛けください。

支店
だよ
り
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農 だ よ り営

●中干しの実施（※渇水の恐れがある場合は、実施後、水の確保が可能か確認してください )
　・１株のうち、葉が３枚以上ついた茎が16本程度で実施します。中干しの程度は、田面にヒビ割れが入るまで干し、

７日程度行います。

●残りビエ対策

●葉いもち病防除
　発生は、気象条件で大きく左右され、中でも降雨日数が多く湿度が高く日照時間が短い日が連続する場合に多く発生

します。今後の気候に注意して予防に努めましょう。また、植え残しの苗は伝染源になりやすいので処分してください。

●紋枯及び稲こうじ病予防
　高温多湿（30℃～ 32℃）の条件で発生しやすくなり、幼穂形成期ごろから病気の勢いがよくなるので、その頃が重要

な防除時期にあたります。特に昨年発生した水田では発生する可能性が高いので、予防を徹底してください。
　※ JA 育苗センター使用のルーチンエキスパート箱粒剤には紋枯れ病の予防剤が含まれております。

●珪酸加里
　珪酸加里を 6 月中下旬（出穂 45 日前）までに10a当り20kg 施用し稲体をガッチリとさせ登熟の向上を図りましょう。

※元肥に重焼燐ミックス・ホスビタ・こめ太郎使用の場合は不要です。

●穂肥
　穂肥については籾数の確保・粒重量増加のため以下の例に基づき、田んぼの状況にあわせて行いましょう。
　注：穂肥の多施用は倒伏の原因となります。特にコシヒカリについては葉色を見て施用量を減らすなどの
　　　調節をしてください。

・こめ次郎を使用する場合は、出穂25日前に30kg ／10ａを１回施用。
・セラコート R ワン・スーパー島コシ一発・楽一を使用の場合追肥は不要です。
・きぬむすめでは穂肥までに葉色が落ちた場合（７月上旬～中旬）、化成肥料 17-0-17を5kg/10a程度つなぎ肥を行って

ください。

水稲【６月中旬～７月中旬の管理】

品　種 施肥時期（幼穂長）
化成肥料17- 0-17
（10ａあたり）

ハナエチゼン
１回目 出穂25日前（１～２㎜） 15㎏
２回目 出穂14日前 10㎏

コシヒカリ
１回目 出穂20日前（５～８㎜） 10㎏
２回目 出穂10日前 ８㎏

対象病害 農薬名 使用時期 使用量（10ａあたり）

いもち病予防 コラトップ粒剤 5
６月中旬　葉いもちには初発10日前〜初発時

穂いもちには出穂30日前〜5日前まで ３～４㎏

紋枯病予防 バリダシン粉剤 DL
出穂 2 ～３週間前
収穫 14 日前まで

３～４㎏

紋枯病
稲こうじ病予防

モンガリット粒剤
出穂 2 ～３週間前
収穫 45 日前まで

３～４㎏

除草剤名 使用時期 使用量（10a あたり） 使用方法 使用回数

クリンチャー
１キロ粒剤

移植後　７日〜ノビエ４葉期
収穫３０日前まで 1ｋｇ

水を十分にためて散布。
ヒエ専用剤

２回以内

移植後25日〜ノビエ5葉期
収穫30日前まで 1.5ｋｇ

クリンチャーＥＷ
移植後２０日〜ノビエ６葉期

収穫３０日前まで
薬量１００ｍｌ

水量70～１００ℓ
湛水散布又は落水散布。
ヒエ専用剤

クリンチャーバス
ＭＥ液剤

移植後１５日〜ノビエ５葉期
収穫５０日前まで

薬量１０００ｍｌ
水量７０～１００ℓ

落水状態（足跡に水が残っている
程度）で散布。広葉雑草にも効
果あり。
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農 だ よ り営

●白ねぎ

●ナス

●ミニトマト

　※連作圃場では軟腐病・白絹病の予防を徹底してください。
　※軟腐病が心配な圃場では微生物資材「ハイフミンハイブリットＧ」7.5kg/1a を土寄せ前に散布し土寄せを行ってください。

土寄せは気温が下がっている朝行ってください。
７月中旬からの最高気温が 30℃超えるような時期には土寄せはしない！（軟腐対策）
（雑草対策）　７月上旬の土寄せ後、高温時は、土をなるべくかまいたくありません。（軟腐対策）よって除草剤を使用し

て雑草発生を抑えてください。しかし、ネギの周りの草が多すぎても軟腐病や害虫の発生が多くなります。
草に負けないように小さいうちに、ネギの根を傷めないように草削りを行ってください。

除草剤使用のポイント　土壌に湿り気がある時の散布が効果高いです。

　※葉色が悪い時は「トミー液肥」300 倍を混用してください。
梅雨明け後、乾燥しないように通路にかん水を行う。時間帯：夕方涼しくなってから。
日焼果防止のため黒マルチの上に敷き藁（草）等行ってください。

　※ここ数年「すすかび病」が多く発生しています。予防の徹底をお願いします。
　※尻腐れ（カルシウム欠乏症状）予防のためカルシウム剤（カルプラス）を定期的に散布してください。農薬散布時に混用も可能です。
　※梅雨明けから盆明けごろまで、遮光資材利用し、比較的単価が高い９月出荷を促す。

重点品目野菜について病害虫の
予防徹底を図りましょう！

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

６月下旬～７月上旬

アザミウマ類
アブラムシ類
コナジラミ類

ダントツ水溶剤 2000倍
収穫前日まで
2 回以内

すすかび病 トリフミン水和剤 3000倍
収穫前日まで
５回以内

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

６月下旬～７月上旬

ハダニ
ヨトウムシ

テントウムシダマシ類
コテツフロアブル 2000倍

収穫前日まで
４回以内

褐色腐敗病 プロポーズ顆粒水和剤 1000倍
収穫前日まで
４回以内

予防の時期 除草種類 農薬名 希釈倍率 /散布量 /使用回数

７月上旬
土寄せ後

一年生雑草
雑草発芽前

トレファノサイド乳剤
10ａ当たり薬剤200～300ml /
水 100㍑
収穫30日前まで２回以内

予防の時期 対象病害虫 農薬名 散布量 使用時期・回数

７月上旬
土寄せ前

ハモグリバエ
ネギアザミウマ

ダントツ粒剤
２回目の使用

３～ 6kg/10ａ
収穫3日前まで
4 回以内

軟腐病
オリゼメート粒剤

２回目の使用
6kg/10ａ

収穫30日前まで
２回以内

白絹病
モンガリット粒剤

６月に予防していない圃場で使用
4 ～ 6kg/10ａ

収穫14日前まで
３回以内

混用
可能

混用
可能
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頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 111 1,071,360 316,440 669,639
ヌキ 149 1,170,720 330,480 831,259
合計 260   762,260

島根おおち
メス 14 727,920 540,000 663,583
ヌキ 15 1,125,360 729,000 854,352
合計 29   762,257

瑞 穂
メス 2 669,600 669,600 669,600
ヌキ 4 1,027,080 748,440 867,510
合計 6   801,540

羽 須 美
メス     
ヌキ     
合計 0   0

石 見
メス 1 633,960 633,960 633,960
ヌキ 3 822,960 749,520 791,640
合計 4   752,220

川 本
メス 4 721,440 571,320 669,330
ヌキ 1 794,880 794,880 794,880
合計 5   694,440

邑 智
メス 6 727,920 596,160 683,280
ヌキ 6 1,125,360 729,000 895,140
合計 12   789,210

大 和
メス 1 540,000 540,000 540,000
ヌキ     
合計 1   540,000

桜 江
メス     
ヌキ 1 804,600 804,600 804,600
合計 1   804,600

県外移出率

47.53%合計46.19%去勢雌 49.14%

西部 “反落” 中央 “小高”相場

平成30年5月子牛市場成績表

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

７月上旬

うどんこ病
べと病・褐斑病

アブラムシ
ウリノメイガ

ハチハチ乳剤 1000倍
収穫前日まで
2 回以内

●きゅうり

　※下葉の傷んだ葉は１枚程度／１日除去して、圃場から持ち出す。

農薬散布前と後には防除日誌の確認・記入をお願いします。
高温時の農薬散布は夕方涼しくなってから行いましょう。
予防的な農薬散布は基本、出荷休みの前日（金曜日）の夕方に行いましょう。
希釈した農薬の散布量は20リットル～ 30リットル／a です。

●ピーマン

　※尻腐れ（カルシウム欠乏症状）予防のためカルシウム剤（カルプラス）を定期的に散布してください。農薬散布時に混用も可能です。
　※雨が多い時期はヘタの部分の傷みに注意して出荷お願いします。

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

７月上旬
うどんこ病

アザミウマ類
コナジラミ類

ハチハチ乳剤 1000倍
収穫前日まで
1回

　本県5月の子牛市場は、西部、中央で開設
し384頭の上場があり、西部平均価格は、雌
593,899円、去勢789,750円で、総平均は“反落”
の取引となりました。
　中央市場では、平均価格は、雌669,639円、
去勢 831,259 円と、ともに“小高”の取引となりま
した。
　西部、中央ともに今月の上場牛は比較的揃いが
良く、発育良好な牛が多く見られました。
　5月は年末出荷用の仕入れも落ち着きつつあり、
一部“小高相場”の市場もありますが、全国平均で
は“弱含み”相場となっています。
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お問い合わせ先 JAしまね島根おおち地区本部 生活部総合生活課
邑智郡邑南中野1013-13

TEL：95-3601

　JA しまね島根おおち地区本部では、家の光購読者の皆
様を対象とした懇話会を下記のとおり計画しました。夏の
ひととき、お茶を飲みながら、家の光の活用記事・意見交
換をしてすごしませんか。
　当日は、家の光協会担当者・支店長・組合員課担当も参
加しますので、色々なご意見をお聞かせください。たくさ
んの方のご参加をお待ちしています。

開催日 地区 時間 場所

7月 3日（火）
羽須美 10：00 羽須美支店２階会議室
瑞　穂 13：30 地区本部２階会議室

7月 4日（水）
川　本 10：00 川本支店２階会議室
石　見 13：30 石見支店会議室

7月11日（水）
大　和 10：00 大和支店２階会議室
邑　智 13：30 邑智支店２階会議室

7月17日（火） 桜　江 10：00 桜江総合センター 4階会議室

JAしまね島根おおち地区本部　企画総務部組合員課　TEL：0855-83-1802

※参加費は無料です。今回お配りした【家の光７月号】をご持参ください。
※材料準備の都合上、参加の有無を6月25日までに下記連絡先、もしくは各支店にお知らせください。
※家の光を購読されておられない方の参加も受付しております。下記連絡先までお気軽にお問合せください。

家の光
懇話会開催の
お知らせ

お問い合わせ先

7月号
より

5月号
より

「防犯ブレスレット」作り

記事活用意見交換

ほめられ酢の
アイデアレシピ
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県内各地のＪＡ特産品と交換できる

総合ポイントカード「おさいふカード」

JAのご利用で貯まったポイントで、県内各地の“美味しいしまね”を
お楽しみください。 お申込みJA各支店へ

季節の農産品 平野部から山間部まで、多様な環境で育てられた島根の味覚を季節ごと、
地域ごとにお楽しみください。

カタログ有効期限

6月1日（金）
9月30日（日）
〜

デラウェア

赤梨（幸水・豊水）

アムスメロン

シャインマスカット

わさび

金城名産
ピオーネ

（ネットピオーネ）

商品番号 06-006

商品番号 10-002

商品番号 08-010

商品番号 06-007

商品番号 11-003

商品番号 10-003

3,800ポイント

4,200ポイント

4,800ポイント

4,000ポイント

3,000ポイント

3,600ポイント

1.5kg見当（8～10房）
期間：6月1日～ 6月30日

5kg（12～16玉入）
期間：8月20日～9月30日
限定数：200箱

1 箱（約5kg）
期間：7月10日～7月20日
限定数：200箱

1 房
期間：8月20日～9月10日

Ｍ級（40g～50g）3本

2 房（約1.2kg）
期間：9月1日～10月10日
限定数：100箱

期間
限定

期間
限定

期間
限定

期間
限定

期間
限定

出雲地区本部

石見銀山地区本部

2018 春夏号
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石見和牛肉
【ステーキ】

石見和牛肉
【すき焼き用】

石見和牛肉
【焼肉用】

石見和牛肉
【しゃぶしゃぶ用】

石見高原
ハーブ米
コシヒカリ

【5kg】 白ねぎドレッシング
和風・中華・塩味３点セット

商品番号 09-004

商品番号 09-003商品番号 09-001

商品番号 09-002
商品番号 09-006

商品番号 09-007

8,000ポイント

7,000ポイント7,500ポイント

7,400ポイント
3,200ポイント

2,100ポイント

400g　サーロイン200g×2枚

450g　肩ロース肉400g　ロース肉

400g　ロース肉

※掲載写真は一部イメージです。
※期間限定商品に掲載しております期間は、発送期間となります。
※期間限定商品につきましては、発送期間の１ヶ月前よりご予約を承ります。
※商品のお届けには、10日～2週間程度お時間をいただきます。
※交換商品及び交換ポイントは、次回カタログ発行時までが有効期間となります。
※予告無くパッケージが変更になる場合があります。
※品揃えも都合により予告無く終了する場合があります。
※新米を指定いただくことは出来ません。

●お問い合わせ先

■ポイントカード全般のお問い合わせ

0120-031-207
掲載している交換商品は、カタログの中から一部抜粋しています。カタログは各事業所に置いてございますので、
ご希望の場合は最寄りの各事業所にてお気軽にお声がけください。

※写真はイメージです。

※写真はイメージです。

※写真はイメージです。
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女
が
性

行
部

く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介
◇
５
月
も
終
り
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
田
植
も
最
近
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
終
わ
っ
て
い
る
所

あ
り
、
い
ま
だ
に
何
に
も
し
て
い
な
い
場
所
も
あ
る
け
れ
ど
、
秋
に
は
同
じ
よ
う
に
終
わ
り
ま

す
。
今
月
も
情
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。	

瑞
穂
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

70
代

●
植
物
の
成
長
の
力
で
し
ょ
う
か
？
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。
時
期
が
来
た
ら
花
が
咲
き
、
実

を
結
ぶ
…
。
環
境
に
合
わ
せ
て
植
物
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
ね
。
今
年
の
収
穫
が
嬉
し
い
収
穫
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。

◇
「
健
康
散
歩
」
今
月
の
テ
ー
マ「
良
質
な
睡
眠
」考
え
て
み
る
と
睡
眠
不
足
の
日
の
午
前
中
っ

て
頭
が
す
っ
き
り
せ
ず
、
ぼ
～
と
し
て
い
る
事
が
多
い
で
す
。
年
の
せ
い
な
の
か
と
思
っ
て
い

ま
す
が
そ
う
で
も
な
い
ん
で
す
ね
。
行
事
予
定
の
あ
る
前
の
夜
は
色
々
な
事
を
考
え
す
ぎ
て
嫌

な
夢
を
見
る
事
が
あ
り
ま
す
。
行
事
が
終
わ
っ
た
後
は
安
心
す
る
の
か
良
く
眠
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
良
い
睡
眠
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。	

桜
江
支
店
管
内　

Ｓ
さ
ん　

60
代

●
行
事
の
前
は
あ
れ
こ
れ
考
え
る
事
が
多
く
不
安
と
緊
張
で
な
か
な
か
寝
付
け
ま
せ
ん
ね
。
寝

付
け
な
く
て
も
焦
ら
ず
、テ
レ
ビ
を
見
た
り
、本
を
読
ん
だ
り
し
て
気
分
を
紛
ら
わ
し
た
り
、「
な

る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
」
と
開
き
直
っ
た
り
し
な
が
ら
出
来
る
だ
け
眠
れ
な
い
事
に
ス
ト
レ

ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

◇
「
ト
ケ
イ
ソ
ウ
」っ
て
本
当
に
時
計
に
そ
っ
く
り
。
良
く
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
魅
せ

ら
れ
て
育
て
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
以
前
、
明
石
天
文
台
に
行
っ
た
ら
玄
関
前
に
ト
ケ
イ
ソ
ウ

が
咲
い
て
い
て
、「
さ
す
が
」と
思
い
ま
し
た
。「
良
質
な
睡
眠
」参
考
に
な
り
ま
し
た
。
飲
酒
は

夜
中
に
目
が
覚
め
る
…
。
納
得
で
し
た
。	

邑
智
支
店
管
内　

Ａ
さ
ん　

60
代

●
明
石
天
文
台
と
言
え
ば
日
本
標
準
時
子
午
線
が
有
る
所
。
雌
し
べ
が
時
計
の
針
の
よ
う
に
見

え
る「
ト
ケ
イ
ソ
ウ
」と
の
組
み
合
わ
せ
は
面
白
い
で
す
ね
。
海
外
で
は「
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」

と
呼
ば
れ
精
神
や
痛
み
を
静
め
る
働
き
が
あ
る
と
生
薬
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す

よ
。

◇
我
が
家
で
は
家
の
近
く
に
「
ス
ズ
メ
バ
チ
」
が
巣
を
作
る
の
を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め
、
４
月

末
～
５
月
末
く
ら
い
ま
で
２
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
小
さ
な
窓
を
作
り
中
に
「
お
い
し
い
み
つ
」

を
入
れ
木
に
つ
る
し
て
お
き
ま
す
。
多
い
日
は
１
日
10
匹
く
ら
い
取
れ
ま
し
た
。（
中
に
入
っ

た
ら
外
に
出
る
事
が
で
き
ず
に
動
け
な
く
な
る
の
で
安
心
で
す
。）

	

川
本
支
店
管
内　

Ｍ
さ
ん　

60
代

●
こ
れ
か
ら
は
ハ
チ
や
ム
カ
デ
な
ど
毒
虫
が
多
く
出
没
し
怖
い
で
す
ね
。
ス
ズ
メ
バ
チ
は
毒
も

強
く
て
攻
撃
的
な
危
険
生
物
。
刺
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
で
亡
く
な
る
方
も
あ
り
、
見
つ
け
た
ら
近

づ
か
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
万
が
一
刺
さ
れ
た
と
き
は
必
ず
病
院
で
診
察
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

ケ
イ
ト
ウ
栽
培

現
地
講
習
会
開
催

　

島
根
お
お
ち
女
性
部
各
支
部
で
は
、
5
月
24
・

25
日
に
管
内
4
か
所
で
開
催
さ
れ
た
、
ケ
イ
ト

ウ
の
定
植
に
向
け
た
栽
培
現
地
講
習
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
4
月
に
蒔
い
た
種
は
順
調
に
成
長

し
定
植
の
時
期
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

講
習
会
で
は
、
営
農
企
画
課
の
吉
川
職
員
、

営
農
生
活
ブ
ロ
ッ
ク
各
事
業
所
の
職
員
か
ら
、

ケ
イ
ト
ウ
の
生
育
発
芽
状
況
の
確
認
と
定
植
ま

で
の
準
備
、
苗
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
圃
場
に

行
き
、
フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
の
張
り
方
、
マ
ル
チ

の
穴
あ
け
方
法
な
ど
の
説
明
と
、
消
毒
の
タ
イ

ミ
ン
グ
や
薬
剤
の
種
類
や
効
果
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

次
回
講
習
会
は
、
6
月
中
旬
に
栽
培
管
理
に

つ
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください JAしまね　島根おおち地区本部　金融課TEL.83-1803

お知らせ

瑞穂SSよりお知らせ

7月18日
7月21日

7月3日

7月の行事紹介

19日（木）・20日（金）・21日（土）7月の外勤日

年金請求時について
要注意です！！

62 歳になる男性（昭和31年度生まれの方）
62 歳になる共済年金の女性（昭和31年度生まれの方）
65 歳になる国民年金の男性・女性（昭和28年度生まれの方）
 ※手続きは必ずしてください。

平成30年

7月年金相談会

午後3：00から午後8：00
昼〜夜にかけて開催

邑智支店 7/10（火）

今年年金を請求
対象者

5/16（水）にJAで年金を受け取っていただいている方を対象とした日帰り旅行に行ってきました。
午前中は曇り空でどうなることかと不安でしたが、縮景園で散歩。銀河クルージングは、初めて
の方が多くまたコースでのランチが豪華でお酒もすすんだかなと（笑）。宮島に渡ってからものす
ごく良い天気となり、暑さにくたびれて散策されず休まれて居る方がおられましたが、ロープウ
エイに行かれたり、水族館に行かれた方もおられ楽しまれたのかと思います。皆様のご協力のお
陰で楽しい旅行となりました。ありがとうございました。来年も皆様にとって楽しい旅行となる
よう計画を立てたいと思います。是非ご参加くださいますようお願いします！！

① 65 歳までは働くから年金の請求はしない
② 働いている間は年金は全額停止　と言われた
③ 私が請求すると主人の年金が減る
　等などの理由で年金請求をされていない方がありますが、今の年金は夫婦単位の年金になっています。ことのとから『加
給年金の過払い』が発生するケースも見受けられます。
　請求時期にきちんと手続きをしていればこのようなことはありません。

相談会を各支店で行っております。いつでもどこでもご相談ください。

愛菜カレーの日
場　所：管内保育園（所）

JAしまねアグリミーティング
第8回農機総合展示会
場　所：くにびきメッセ（松江）

7月7日 8日

7月24日
火

水

土

ゆとり倶楽部
場　所：川本三島自治会館

女子大つくしんぼ講座
場　所：地区本部

土 日

島根おおち地区本部
連絡員会議

火

9:30〜 13:30〜

3日

4日

6日

9日

火

水

金

月

9日
月

石見地区
矢上交流センター多目的ホール
邑智地区
邑智支店会議室
羽須美地区
阿須那公民館
川本地区
悠邑ふるさと会館

桜江地区
桜江総合センター研修室
大和地区
都賀西基幹集落センター
瑞穂地区
出羽公民館

~

~

組合員・利用者のみなさまへ

　誠に勝手ながら、棚卸業務のため下記のとおり
窓口業務を臨時休業とさせていただきます。
ご不便をおかけしますが、何卒ご理解とご協力を
賜りますようお願い申しあげます。

7月 7日（土）に全職員を対象とした役職員研修を行いま
すので、各事業所の窓口をお休みさせていただきます。

7月18日（水）は、システム更新のため１日お休みさせ
ていただきます。

臨時休業の
お知らせ

臨 時 休 業 日

平成30年7月2日（月）
営農部・資材課・各営農生活事業所

店舗：三原
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